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本
書
は
国
際
開
発
学
会
設
立
一
五
周
年

記
念
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
全
五
巻

の
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
で
あ
る
。

「
貧
困
削
減
」
は
国
際
開
発
と
援
助
の

世
界
で
は
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ
、

国
際
開
発
学
会
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
途
上
国
関
係
の
学
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
「
貧
困
」
の
見
方
が

多
様
化
し
、
そ
の
解
決
策
も
広
が
っ
て
い

く
中
で
、
論
点
の
集
約
を
行
う
必
要
も
感

じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
期
待
に
こ
た
え

よ
う
と
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
の

新
刊
紹
介

構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

序
章
「
貧
困
と
開
発
│
主
要
論
点
の
整

理
」（
絵
所
秀
紀
）
は
最
近
の
開
発
援
助

と
貧
困
削
減
の
動
向
を
要
約
し
、
本
書
の

各
章
の
内
容
の
紹
介
と
位
置
付
け
を
行
っ

て
い
る
。

最
初
の
二
章
は
マ
ク
ロ
経
済
学
と
貧
困

削
減
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
「
経

済
成
長
と
貧
困
・
雇
用
│Pro-Poor 

G
row
th 

論
の
系
譜
」（
山
形
辰
史
）
は
、

「Pro-Poor G
row
th

」
と
い
う
概
念
を

め
ぐ
る
最
近
の
議
論
を
紹
介
し
、
貧
困
層

を
対
象
に
し
た
直
接
支
援
政
策
だ
け
で
な

く
、
低
賃
金
の
国
で
の
労
働
集
約
的
な
製

造
業
品
の
輸
出
を
通
じ
た
貧
困
層
の
賃
金

と
雇
用
機
会
の
改
善
の
可
能
性
に
つ
い
て

分
析
し
て
い
る
。
第
二
章
「
開
発
援
助
と

貧
困
削
減
の
経
済
学
」（
澤
田
康
幸
）
は
、

開
発
援
助
の
経
済
成
長
へ
の
効
果
を
数
量

的
に
分
析
し
、
借
款
の
経
済
成
長
へ
の
寄

与
度
が
相
対
的
に
大
き
い
こ
と
、
贈
与
の

（
旧
植
民
地
国
へ
の
優
先
配
分
な
ど
）
戦

略
的
配
分
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の

有
効
性
を
損
な
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

次
の
二
章
は
農
村
と
都
市
の
貧
困
に
固

有
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
第
三
章
「
農

村
の
貧
困
と
開
発
の
課
題
」（
藤
田
幸
一
）

は
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
に
注
目
し

て
農
村
・
農
業
の
発
展
と
貧
困
削
減
の
あ

り
方
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
四
章
「
都
市

貧
困
と
居
住
貧
困
」（
穂
坂
光
彦
）
は
都

市
の
貧
困
の
特
徴
を
「
居
住
貧
困
」
と
い

う
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ま
で
の

ス
ラ
ム
住
宅
地
に
対
す
る
技
術
的
対
応
策

の
あ
り
方
を
分
析
し
、
最
後
に
一
九
九
○

年
代
以
降
の
新
し
い
動
き
を
紹
介
し
て
い

る
。次

の
四
つ
の
章
は
個
別
テ
ー
マ
に
注
目

し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
章
「
貧
困
と
教

育
」（
岡
田
亜
弥
）
は
貧
困
（
あ
る
い
は

貧
困
削
減
）
と
教
育
の
相
互
依
存
関
係
に

つ
い
て
先
行
研
究
を
素
材
に
し
て
解
説
し
、

貧
困
層
の
教
育
機
会
の
拡
大
（
た
と
え
ば

ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
）
に
つ
い
て
考
察

し
て
い
る
。

第
六
章
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
貧
困
」（
上

山
美
香
・
黒
崎
卓
）
は
、
近
年
の
ミ
ク
ロ

デ
ー
タ
の
充
実
に
よ
る
最
先
端
の
研
究
成

果
を
踏
ま
え
て
、
所
得
や
健
康
な
ど
の
側

面
に
関
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
貧
困
と
の

連
関
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
章
は
家

計
内
の
バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
や
資
源
配
分
、
あ

る
い
は
貧
困
層
を
対
象
に
し
た
タ
ー
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
問
題
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

第
七
章
「
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
金
融
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（
三
重
野
文
晴
）
は
、

マ
イ
ク
ロ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
金
融
機
関

と
し
て
の
活
動
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、

金
融
機
関
と
し
て
自
立
し
て
い
く
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
、
貧
困
削
減
に
対
す
る
意
義
と
限

界
に
も
言
及
し
て
い
る
。

第
八
章
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
」（
坂
田
正
三
）
は
、
近
年
開
発
援
助

で
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
」
概
念
の
整
理
を
行
い
、
こ
れ

ら
の
概
念
が
国
際
機
関
や
先
進
国
の
援
助

機
関
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の

か
を
包
括
的
に
展
望
し
て
い
る
。

最
後
の
二
章
は
地
域
の
経
済
発
展
の
経

験
を
、
貧
困
削
減
と
の
関
連
で
展
望
し
た

も
の
で
あ
る
。
第
九
章
「
ア
フ
リ
カ
の
貧

困
」（
平
野
克
己
）
は
、「
ア
フ
リ
カ
的
貧

困
」
の
様
々
な
側
面
と
「
成
長
し
な
い
経

済
」
と
し
て
の
ア
フ
リ
カ
の
特
徴
を
考
察

し
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
達
成
の
た
め

に
ア
フ
リ
カ
農
業
発
展
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。

第
一
○
章
「『
貧
困
と
開
発
』
か
ら
み

た
日
本
の
経
験
」（
野
上
裕
生
）
は
、
日

本
の
経
済
発
展
が
ど
の
程
度
ま
で
貧
困
削

減
に
有
効
で
あ
っ
た
の
か
を
雇
用
機
会

（
農
業
や
製
造
業
な
ど
）、
家
計
や
中
小

企
業
を
軸
に
展
望
し
、
そ
れ
ら
の
背
景
に

あ
る
「
社
会
的
能
力
」
の
重
要
性
を
論
じ

て
い
る
。
ま
た
本
章
で
は
日
本
の
貧
困
層

向
け
公
的
政
策
の
意
義
と
問
題
点
も
紹
介

し
て
い
る
。

本
書
は
開
発
経
済
学
を
中
心
に
し
な
が

ら
も
、
様
々
な
学
問
分
野
の
成
果
に
も
注

目
し
、
開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
を
考
え

る
の
に
最
低
限
必
要
な
知
識
を
包
括
的
に

解
説
し
て
い
る
。
本
書
の
編
集
の
過
程
で

は
、
最
先
端
の
研
究
成
果
を
初
心
者
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
ま
た
本

書
の
各
章
で
は
、
貧
困
削
減
と
関
連
の
深

い
政
策
課
題
に
関
す
る
重
要
な
論
点
が
整

理
さ
れ
て
お
り
、
学
生
・
大
学
院
生
や
一

般
社
会
人
、
開
発
援
助
の
実
務
家
、
さ
ら

に
は
研
究
者
に
も
有
益
な
書
物
に
な
る
よ

う
に
配
慮
し
た
。
筆
者
は
本
書
の
編
集
・

執
筆
を
通
じ
て
、「
貧
困
削
減
」
と
い
う

難
し
い
重
要
課
題
に
つ
い
て
改
め
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
書
が
開
発

問
題
に
関
心
を
持
つ
広
範
な
人
々
に
読
ま

れ
る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
開
発
研
修
室
）
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